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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
動作モード及び待機モードを有するスイッチト-モード電源回路であって、
第１出力端子及び第２出力端子を有している直流の供給電圧発生手段と、
一次巻線、補助の一次巻線及び二次巻線を有し、前記一次巻線が前記供給電圧発生手段の
第１出力端子に結合される第１端子と第２端子を有し、前記二次巻線が動作モードでは第
１出力電圧を供給し、且つ待機モードでは前記第１出力電圧よりも低い第２出力電圧を供
給する変成器と、
前記一次巻線の第２端子と前記供給電圧発生手段の第２出力端子に直列に接続される可制
御スイッチと、
前記可制御スイッチにスイッチング信号を供給する出力端子、前記変成器の前記補助の一
次巻線に分路補助コンデンサを経て結合される補助電圧検知入力端子及び待機モード開始
信号を受信する待機モード検出入力端子を有し、前記待機モードの期間中に前記可制御ス
イッチにスイッチング動作を反復させ、前記分路補助コンデンサを断続的に充電させるコ
ントローラと、
前記二次巻線に結合され、前記待機モードを開始させる待機モード開始信号を発生するた
めの手段と、
前記待機モード開始信号を前記供給電圧発生手段の前記第１出力端子に選択的に結合させ
て、前記動作モード及び前記待機モードの切り替えを行うための第１スイッチ手段と、
前記コントローラの前記待機モード検出入力端子を前記供給電圧発生手段の前記第１出力
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端子に選択的に結合させる第２スイッチ手段とを具え、
前記コントローラは、さらに、前記第１スイッチ手段及び前記第２スイッチ手段の結合に
より前記待機モード検出入力端子における電圧が第１の電圧を超えることを検知して前記
待機モードのスイッチング動作を開始させ、前記第２スイッチ手段の結合の解除により前
記待機モード検出入力端子への待機モード開始信号の有無とは無関係に前記スイッチト-
モード電源回路をターン・オフさせるために前記待機モード検出入力端子における電圧が
第２の電圧以下となることを検知して前記スイッチング信号を停止させて前記スイッチト
-モード電源回路をターン・オフさせ、前記第１スイッチ手段の結合の解除及び前記第２
スイッチ手段の結合により前記待機モード検出入力端子における電圧が前記第１の電圧と
前記第２の電圧との間となることを検知して前記動作モードのスイッチング信号を開始さ
せるスイッチング信号制御手段も具えるようにしたスイッチト-モード電源回路。
【請求項２】
前記コントローラが、前記待機モード検出入力端子における電圧を比較のために受電すべ
く結合される第１入力端子、前記第２の電圧を受電すべく結合される第２入力端子及び前
記分路補助コンデンサの電圧を監視する電圧監視回路に結合される出力端子を有する比較
器を具え、前記待機モード検出入力端子における電圧が前記第２の電圧以下に降下して、
前記供給電圧発生手段の第１出力端子が前記待機モード検出入力端子に結合されていない
旨を示す場合に、前記電圧監視回路を介して、前記比較器が前記スイッチング信号制御手
段に前記スイッチング信号の発生を停止させるようにしたことを特徴とする請求項１に記
載のスイッチト-モード電源回路。
【請求項３】
スイッチト-モード電源回路がさらに、前記供給電圧発生手段の前記第１出力端子が前記
コントローラの前記待機モード検出入力端子に結合される際に、前記コントローラの前記
待機モード検出入力端子における電圧を制限する電圧制限手段も具えていることを特徴と
する請求項１に記載のスイッチト-モード電源回路。
【請求項４】
前記電圧制限手段が、前記供給電圧発生手段の前記第１出力端子と大地との間に直列に接
続される抵抗及びツェナーダイオードを具え、前記第２スイッチ手段が、前記抵抗と前記
ツェナーダイオードとの接続点を前記コントローラの前記待機モード検出入力端子に選択
的に結合するようにしたことを特徴とする請求項３に記載のスイッチト-モード電源回路
。
【請求項５】
前記スイッチト-モード電源回路がさらに、前記待機モード検出入力端子が前記供給電圧
発生手段の前記第１出力端子に結合されていない時に、前記コントローラの前記待機モー
ド検出入力端子における電圧を流出させる電圧排流手段も具えていることを特徴とする請
求項３に記載のスイッチト-モード電源回路。
【請求項６】
前記電圧排流手段が前記待機モード検出入力端子を接地させる抵抗からなることを特徴と
する請求項５に記載のスイッチト-モード電源回路。
【請求項７】
前記コントローラは、さらに、前記第２スイッチ手段が前記供給電圧発生手段の第１出力
端子を前記コントローラの前記待機モード検出入力端子に選択的に結合しなくなる場合に
、電力消費を抑える電力消費制限手段も具えていることを特徴とする請求項２に記載のス
イッチト-モード電源回路。
【請求項８】
請求項７に記載のスイッチト-モード電源回路において、
前記コントローラが、該コントローラの待機モード検出入力端子における電圧を比較のた
めに受電すべく結合される第１入力端子と、他の予定した電圧を受電すべく結合される第
２入力端子と、前記可制御スイッチへのスイッチング信号の供給を停止可能にする前記ス
イッチング信号制御手段に結合される出力端子とを有している他の比較器も具え、前記待
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機モード検出入力端子における前記電圧が前記第１の電圧を超えると、前記他の比較器が
、前記スイッチング信号制御手段に前記スイッチング信号をターン・オフさせ、且つ前記
待機モードのスイッチング動作を開始するようにしたスイッチト-モード電源回路であっ
て、前記電力消費制限手段が、前記待機モード検出入力端子と前記比較器の第１入力端子
との間に接続される抵抗、及び前記比較器の第１入力端子に接続されるコレクタと、前記
他の比較器の第１入力端子及び他の抵抗を経て大地にも接続されるエミッタと、ＶCCA電
圧源及びツェナーダイオードを経て大地にも接続されるベースとを有しているＮＰＮトラ
ンジスタを具え、前記抵抗が限流器として作用し、且つ前記ＮＰＮトランジスタが、前記
第１の電圧よりも高い電圧が前記コントローラの待機モード検出入力端子に供給される際
に、前記他の比較器が前記スイッチト-モード電源回路を待機モードにするようにしたこ
とを特徴とするスイッチト-モード電源回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明はテレビジョン受信機用のスイッチト-モード電源回路に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
スイッチト-モード電源回路は、テレビジョン受信機における様々な回路に主動作電力及
び待機動作電力を供給するためにテレビジョン受信機に用いられる。或る特定タイプのス
イッチト-モード電源回路はバースト動作モードにより待機電力を供給する。この待機バ
ーストモードの期間中における電力消費量は低いが、それでもまだかなりの量の電力が消
費される。従って、テレビジョン受信機は、ユーザがかなり長い期間テレビ受信機を使用
しないと予想する場合に、テレビジョン受信機への全電力を切る主電源スイッチも具えて
いる。
【０００３】
この主電源スイッチは通常機械式のスイッチであり、これはかなりかさばり、しかも高価
なものである。
【発明の開示】
【０００４】
本発明の目的は、低コストで、小形で、しかもＯＦＦ状態の期間中における電力消費を極
めて低くし得る、テレビジョン受信機におけるスイッチト-モード電源回路用の機能ＯＮ
／ＯＦＦスイッチを提供することにある。
【０００５】
上記の目的は、動作モード及び待機モードを有するスイッチト-モード電源回路であって
、
動作モード及び待機モードを有するスイッチト-モード電源回路であって、
第１出力端子及び第２出力端子を有している直流の供給電圧発生手段と、
一次巻線、補助の一次巻線及び二次巻線を有し、前記一次巻線が前記供給電圧発生手段の
第１出力端子に結合される第１端子と第２端子を有し、前記二次巻線が動作モードでは第
１出力電圧を供給し、且つ待機モードでは前記第１出力電圧よりも低い第２出力電圧を供
給する変成器と、
前記一次巻線の第２端子と前記供給電圧発生手段の第２出力端子に直列に接続される可制
御スイッチと、
前記可制御スイッチにスイッチング信号を供給する出力端子、前記変成器の前記補助の一
次巻線に分路補助コンデンサを経て結合される補助電圧検知入力端子及び待機モード開始
信号を受信する待機モード検出入力端子を有し、前記待機モードの期間中に前記可制御ス
イッチにスイッチング動作を反復させ、前記分路補助コンデンサを断続的に充電させるコ
ントローラと、
前記二次巻線に結合され、前記待機モードを開始させる待機モード開始信号を発生するた
めの手段と、
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前記待機モード開始信号を前記供給電圧発生手段の前記第１出力端子に選択的に結合させ
て、前記動作モード及び前記待機モードの切り替えを行うための第１スイッチ手段と、
前記コントローラの前記待機モード検出入力端子を前記供給電圧発生手段の前記第１出力
端子に選択的に結合させる第２スイッチ手段とを具え、
前記コントローラは、さらに、前記第１スイッチ手段及び前記第２スイッチ手段の結合に
より前記待機モード検出入力端子における電圧が第１の電圧を超えることを検知して前記
待機モードのバーストスイッチング動作を開始させ、前記第２スイッチ手段の結合の解除
により前記待機モード検出入力端子への待機モード開始信号の有無とは無関係に前記スイ
ッチト-モード電源回路をターン・オフさせるために前記待機モード検出入力端子におけ
る電圧が第２の電圧以下となることを検知して前記スイッチング信号を停止させて前記ス
イッチト-モード電源回路をターン・オフさせ、前記第１スイッチ手段の結合の解除及び
前記第２スイッチ手段の結合により前記待機モード検出入力端子における電圧が前記第１
の電圧と前記第２の電圧との間となることを検知して前記動作モードのスイッチング信号
を開始させるスイッチング信号制御手段も具えるようにしたスイッチト-モード電源回路
で達成される。
【０００６】
上記スイッチト-モード電源回路では、ＯＦＦ状態を所望する場合に、供給電圧発生手段
の第１出力端子とコントローラの待機モード検出入力端子との結合を解いて、待機モード
検出入力端子における電圧降下をターン・オフ手段により検出し、これに応答してターン
・オフ手段が始動電流源をターン・オフして、スイッチング信号を停止させる手段を起動
させる。これにより、スイッチト-モード電源回路は約３００μＡの電流しか消費しない
ことからして、このスイッチト-モード電源回路は有効にターン・オフされる。
【０００７】
機械的な主電源スイッチを本発明による機能的なＯＮ／ＯＦＦスイッチと置き換える場合
には、スイッチト-モード電源回路の電力消費量を、たとえ故障の場合でも、例えば１５
ワットのような最少電力量とする必要があることを確かめた。
【０００８】
このために、上述したようなスイッチト-モード電源回路は、前記コントローラがさらに
、前記結合手段が前記供給電圧発生手段の第１出力端子を前記コントローラの前記待機モ
ード検出入力端子に選択的に結合しなくなる場合に、電力消費を抑える電力消費制限手段
も具えていることを特徴とする。
【０００９】
以下本発明を図面を参照して、前述した及び追加の目的及び利点を考慮して説明する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図１は一次制御を用いる既知のスイッチト-モード電源の図式ブロック図を示す。特に、
ダイオード整流ブリッジＲＥＣがマスタスイッチＳＷＭを経て線路電圧源に接続されてい
る。整流ブリッジＲＥＣからの出力端子はコンデンサＣ１１を経て接地されると共に、変
成器ＴＲの一次巻線Ｌ１１の一端にも接続される。一次巻線Ｌ１１の他端は可制御スイッ
チＴｒ１１の一端に接続され、このスイッチの他端は検知抵抗ＲSENSEを経て接地される
。変成器ＴＲの第１二次巻線Ｌ１２は、ダイオードＤ１１と主出力コンデンサＣ１２との
直列回路を経て互いに接続される第１端部と第２端部とを有しており、第１二次巻線Ｌ１
２の第２端部は大地にも接地される。主出力コンデンサＣ１２の両端間に負荷（図示せず
）を接続することができる。
【００１１】
変成器ＴＲは、ダイオードＤ１２と制御出力コンデンサＣ１３との直列回路を経て互いに
接続される第１端部及び第２端部を有する第２二次巻線Ｌ１３も具えており、この第２二
次巻線Ｌ１３の第２端部も接地される。制御出力コンデンサＣ１３の両端間には、例えば
スイッチト-モード電源回路が取り付けられるテレビジョン受信機を制御するためのマイ
クロプロセッサ（図示せず）が接続されて、動作電力を受電する。



(5) JP 4430746 B2 2010.3.10

10

20

30

40

50

【００１２】
第１二次巻線Ｌ１２の第１端部はダイオードＤ１３及び可制御スイッチＳｗ１を経て制御
出力コンデンサＣ１３の一端に接続され、また、制御出力コンデンサＣ１３は、光結合器
の発光ダイオードＤ１４と、ツェナーダイオードＺ１と、可制御スイッチＳｗ２との直列
回路によって分路される。可制御スイッチＳｗ１及びＳｗ２はマイクロプロセッサからの
信号により制御されて、スイッチト-モード電源回路の待機モードを開始させる。
【００１３】
変成器ＴＲはさらに補助の一次巻線Ｌ１４も具えており、この巻線の一端はダイオードＤ
１５に接続され、次いで、ＶAUXコンデンサＣ１４を経て接地されると共に、コントロー
ラＩＣのＶAUX入力端子と、光結合器の光センサＴｒ１２の一端とに接続され、光センサ
Ｔｒ１２の他端はコントローラＩＣの待機モード検出入力端子（ＯＯＢ）に接続される。
補助の一次巻線Ｌ１４の他端は接地される。コントローラＩＣはさらに、整流ブリッジＲ
ＥＣの出力端子に接続されるＶIN入力端子と、補助の一次巻線Ｌ１４の一端に抵抗Ｒ１１
を経て接続されるＤＥＭＡＧ入力端子と、可制御スイッチＴｒ１１の制御入力端子に接続
されるドライバ出力端子と、抵抗ＲSENSEに接続されるＩSENSE入力端子とを具えている。
【００１４】
スイッチト-モード電源回路をターン・オフするためには、整流ブリッジＲＥＣへの電力
を遮断するスイッチＳＷＭを作動させるだけで済む。しかし、このタイプのスイッチは、
それが取り扱わなければならない電力量からして、高価で、しかも大形である。
【００１５】
図２は図１の回路に本発明を組込んだスイッチト-モード電源回路を示す。特に、２個の
抵抗Ｒ１２及びＲ１３と、ツェナーダイオードＺ２との直列回路を整流ブリッジＲＥＣの
第１出力端子と大地との間に接続する。ツェナーダイオードＺ２と抵抗Ｒ１３との接続点
はスイッチＳｗ３を経てコントローラＩＣのＯＯＢ入力端子に接続すると共に、抵抗Ｒ１
４を経て大地にも接続する。
【００１６】
スイッチト-モード電源回路をターン・オフすることが所望される場合には、スイッチＳ
ｗ３を開いて、ツェナーダイオードＺ２間の電圧をコントローラＩＣのＯＯＢ入力端子か
ら取り除く。この際、コントローラＩＣはＯＯＢ入力端子における斯かる電圧降下を検出
して、可制御スイッチＴｒ１１のスイッチング動作を停止させる。この状態でコントロー
ラＩＣが引き込む電流は３００μＡ以下であり、これにより電源回路をオフ状態にする。
【００１７】
図２に示す例は、バーストモードの待機動作（待機モード）を所望する旨をコントローラ
ＩＣに知らせるのに専用の光結合器を第１の検知例として用いる。しかし、大抵のスイッ
チト-モード電源では、通常の動作中に制御電圧を調整するのに光結合器が既に用いられ
ている。図３は本発明によるスイッチト-モード電源回路の第２実施例を示し、この例で
は、バーストモードの待機動作（待機モード）を知らせるのに既存の光結合器を第２の検
知例として追加的に使用する。特に、光結合器の発光ダイオードＤ１４を抵抗Ｒ１５及び
Ｒ１６を経てツェナーダイオードＺ３のカソードに接続し、ツェナーダイオードＺ３のア
ノードを接地する。抵抗Ｒ１７とコンデンサＣ１５との直列回路はツェナーダイオードＺ
３のカソードと、ツェナーダイオードＺ３の制御端子の接続点であり、且つ第１二次巻線
Ｌ１２の出力端子と大地との間に接続される抵抗Ｒ１８とＲ１９との接続点に接続する。
スイッチＳｗ２はツェナーダイオードＺ１のカソードを第２二次巻線Ｌ１３の出力端子に
接続し、ツェナーダイオードＺ１のアノードは抵抗Ｒ２０とＲ２１との直列回路を経て接
地する。抵抗Ｒ１５とＲ１６との接続点はＮＰＮトランジスタＴｒ１３のコレクタに接続
し、このトランジスタのエミッタは接地し、ベースは抵抗Ｒ２０とＲ２１との接続点に接
続する。一次側では、光結合器の光センサＴｒ１２とダイオードＤ１６との接続点を抵抗
Ｒ２２を経てコントローラＩＣのＶCNTL入力端子に接続し、この端子は抵抗Ｒ２３とコン
デンサＣ１６との並列回路を経て大地にも接続する。
【００１８】
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通常の動作中は、トランジスタＴｒ１３がターン・オフし、光結合器の発光ダイオードｄ
１４によって放出される光の強度が回路Ｒ１６～Ｒ１９，Ｃ１５及びＺ３によって制御さ
れる。この可変光強度が光センサＴｒ１２にそれ相当のレスポンスを持たらし、この光セ
ンサＴｒ１２がＶAUX電圧の一部をコントローラＩＣのＶCNTL入力端子に供給して、可制
御スイッチＴｒ１１を調整する。しかし、マイクロプロセッサが、制御出力コンデンサＣ
１３間の制御出力電圧の増加のためにスイッチＳｗ１及びＳｗ２を閉じることによってバ
ーストモードの待機動作（待機モード）を知らせる場合には、トランジスタＴｒ１３が完
全にターン・オンして、発光ダイオードＤ１４がかなり高い光出力を放出し、これにより
光センサＴｒ１２がＶAUX電圧の全てをコントローラＩＣのＯＯＢ入力端子に供給する。
【００１９】
図４に示すように、コントローラＩＣは、ＶIN入力端子に結合される始動電流源３０及び
ＶAUX入力端子に接続されるＶCC管理回路３２を含む。ＯＯＢ入力端子は抵抗Ｒ２４に接
続されてから、第１比較器３４に接続され、この比較器はこれに供給される電圧を＋２．
４Ｖの電圧と比較して、“ＯＦＦ／ＯＮ”信号を発生する。このＯＦＦ／ＯＮ信号はＶCC

管理回路３２の入力端子に供給される。抵抗Ｒ２４はＮＰＮトランジスタＴｒ１５のコレ
クタにも接続される。トランジスタＴｒ１５のベースはＶCCA電圧源に接続されると共に
、ツェナーダイオードＺ４を経て大地にも接続される。トランジスタＴｒ１５のエミッタ
は第２比較器３６にも接続され、この比較器はこれに供給される電圧を＋１．４Ｖの電圧
と比較して、“バーストモード待機”信号Ｓ６を発生する。この信号Ｓ６は始動電流源３
０と、ＯＲゲート３８の一方の入力端子とに供給される。ＶCC管理回路３２からの出力（
Ｓ５）も始動電流源３０及びＯＲゲート３８の反転入力端子に供給される。ＯＲゲート３
８からの出力はＲＳフリップフロップ４０のリセット入力端子に供給され、このフリップ
フロップのセット入力端子は発振器４２の出力端子に接続される。ＲＳフリップフロップ
４０からのＱ出力はＡＮＤゲート４４の一方の入力端子に供給され、ＡＮＤゲート４４の
出力は可制御スイッチＴｒ１１を駆動するドライバ４６へと供給される。
【００２０】
次にスイッチト-モード電源回路の動作を説明する。線路電圧が整流ブリッジＲＥＣに供
給される場合に、スイッチＳｗ３が開いていると、コントローラＩＣは“スリープモード
”（ターン・オフモード）にあり、電流消費量は３００μＡ以下である。スイッチＳｗ３
が一旦閉じると、ＯＯＢ入力端子における電圧がツェナーダイオードＺ２の電圧に等しく
なって（即ち、＋２．４Ｖよりも高くなって）、ＯＦＦ／ＯＮ比較器３４からの出力を“
高”レベルにする。これにより始動シーケンスが開始し、ＶCC管理回路３２がＳ５信号を
ターン・オフさせ、始動電流源３０にＶAUXコンデンサＣ１４を充電するための電流１１
を発生させる。ＶAUX電圧が一旦予定レベル以上に上昇すると、ＶCC管理回路３２が信号
Ｓ５をターン・オンさせ、この際、コントローラＩＣが始動して、可制御スイッチＴｒ１
１にスイッチング動作をさせることにより、変成器ＴＲに一次巻線Ｌ１１から二次巻線Ｌ
１２及びＬ１３とＶAUXコンデンサＣ１４へ給電する補助の一次巻線Ｌ１４とへのエネル
ギーの転送を開始させる。この際、スイッチト-モード電源回路は通常の動作モードにあ
る。
【００２１】
バーストモードの待機動作（待機モード）が所望される場合には、マイクロプロセッサが
スイッチＳｗ１及びＳｗ２を閉じて、第１二次巻線Ｌ１２を第２二次巻線Ｌ１３に結合さ
せることにより、主出力コンデンサＣ１２からのエネルギーを放逐させる。さらに、スイ
ッチＳｗ２が光結合器の発光ダイオードＤ１４及びツェナーダイオードＺ１を第２二次巻
線Ｌ１３の両端間に接続する。この際、第１及び第２二次巻線Ｌ１２及びＬ１３の結合が
制御出力コンデンサＣ１３間の制御出力電圧を高めることになる。この制御出力電圧がツ
ェナーダイオードＺ１の電圧以上になると、発光ダイオードＤ１４が附勢される。これに
より光センサＴｒ１２がＶAUX電圧をコントローラＩＣのＯＯＢ入力端子に結合させる。
ＶAUX電圧は、例えば＋５．６Ｖを超える電圧であるから、比較器３６がフリップフロッ
プ４０をリセットする信号Ｓ６を発生して、可制御スイッチＴｒ１１のスイッチング動作
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を停止する。
【００２２】
可制御スイッチＴｒ１１が一旦スイッチング動作を停止すると、変成器ＴＲは一次巻線Ｌ
１１からのエネルギーを第１及び第２二次巻線Ｌ１２及びＬ１３と、補助の一次巻線Ｌ１
４とに転送しなくなる。この結果、制御出力コンデンサＣ１３及びＶAUXコンデンサＣ１
４が放電し始め、制御電圧及びＶAUX電圧が降下し始める。制御電圧がツェナーダイオー
ドＺ１の電圧以下になると、発光ダイオードＤ１４が発光しなくなり、光センサＴｒ１２
がコントローラＩＣのＯＯＢ入力端子からＶAUX電圧を取り除き、比較器３６が信号Ｓ６
を発生しなくなる。この時間中にＶAUXが降下して、このＶAUX電圧がＶUVLOレベルにまで
降下すると、ＶCC管理回路３２が信号Ｓ５の発生を停止し、これによりフリップフロップ
４０のリセット状態を維持し、且つＶAUXコンデンサＣ１４を充電する始動電流源３０を
駆動させて、ＶAUX電圧を上昇させる。ＶAUX電圧が一旦ＶSTARTレベルになると、ＶCC管
理回路３２がＳ５信号を発生し、この信号が始動電流源３０をターン・オフさせると共に
可制御スイッチＴｒ１１にスイッチング動作を開始させる。可制御スイッチＴｒ１１のス
イッチング動作によって変成器ＴＲは一次巻線Ｌ１１からのエネルギーを第１及び第２二
次巻線Ｌ１２及びＬ１３と、補助の一次巻線Ｌ１４とに転送する。このサイクルは、マイ
クロプロセッサがバーストモード待機動作（待機モード）への終了及び通常動作への復帰
を示すスイッチＳｗ１及びＳｗ２を開くまで繰り返す。
【００２３】
機能スイッチＳｗ３を用いる場合には、スイッチト-モード電源回路の電力消費量を最小
レベル、例えば故障の場合でも１５ワット程度にすることが重要である。抵抗Ｒ１４，Ｒ
２４，Ｒ２５及びトランジスタＴｒ１５の回路がこのような保護をする。特に、スイッチ
Ｓｗ３が開く場合に、抵抗Ｒ１４はＯＯＢ入力端子における電圧が接地されるようにする
。この場合には、第１比較器３４がＯＦＦ状態を検知し、コントローラＩＣは、それがス
イッチト-モード電源回路を始動しない“スリープ”モード（ターン・オフモード）にな
る。
【００２４】
バーストモード（待機モード）は光結合器の光センサＴｒ１２によって開始される。これ
を起動させると、光センサＴｒ１２はＯＯＢ入力端子の電圧を＋５．６Ｖより高くし、同
時に、抵抗Ｒ２５における電圧を第２比較器３６の基準電圧、即ち＋１．４Ｖよりも大き
くするのに十分な電流を供給する。この場合に、第２比較器３６の出力が高レベルとなり
、スイッチト-モード電源回路をバーストモード待機動作（待機モード）にさせる。
【００２５】
抵抗Ｒ２４は、ＯＯＢ入力端子がＶAUX入力端子に接続される場合の不良状態に基づいて
選定する。このような事態にはシステムがバーストモード動作（待機モード）に進んで、
スイッチト-モード電源回路の電力消費量が１５Ｗ以下となるようにする。
【００２６】
このために、抵抗Ｒ２４は限流器として作用する。トランジスタＴｒ１５はＰＭＯＳタイ
プのトランジスタの代わりに、バイポーラＮＰＮトランジスタとする。
【００２７】
その理由は、ＰＭＯＳトランジスタのしきい値電圧は高い（２．１Ｖ）からである。この
しきい値電圧が高いと、バーストモード（待機モード）のトリップレベルが高くなってし
まう。このようにトリップレベルが高くなると、故障が生じた場合に、スイッチト-モー
ド電源にバーストモードの待機動作（待機モード）をさせることができなくなる。
【００２８】
ＯＯＢ入力端子とＶAUX入力端子との間に短絡がある場合には、電圧ＶAUXがＯＯＢ入力端
子に供給されて、第２比較器３６にバーストモードの待機動作（待機モード）を検出させ
る。この際、可制御スイッチＴｒ１１はターン・オフし、ＶCC管理回路３２がＶAUX電圧
をモニタする。短絡のために、ＶAUX電圧はつぎのような電圧値にクランプされる。即ち
、
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【００２９】
電圧ＶCLAMPは抵抗Ｒ２５の値と、始動電流限３０からの電流ＩSTARTと温度とに依存する
。ＶCLAMPの値に応じて、ＶAUX電圧は、コントローラＩＣ用の始動電圧よりも低い電圧に
クランプすることができる。このような状態では、コントローラＩＣが“ハング”状態に
なり、決して始動しなくなる。ＶCLAMPが始動電圧よりも高い場合には、コントローラＩ
Ｃが始動し、直ちにバーストモード動作（待機モード）を検知する。
【００３０】
本発明は上述した実施例のみに限定されるものでなく、幾多の変更を加え得ることは当業
者に明らかである。
【００３１】
【図面の簡単な説明】
【図１】機械的なＯＮ／ＯＦＦスイッチを有している従来のスイッチト-モード電源回路
の図式ブロック図である。
【図２】本発明によるスイッチト-モード電源回路の第１実施例の図式ブロック図である
。
【図３】本発明によるスイッチト-モード電源回路の第２実施例の図式ブロック図である
。
【図４】コントローラに含まれる始動電流源及びＶCC管理回路並びに過電流保護回路のブ
ロック図である。

【図１】 【図２】
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